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私
達

の
住
む
郷
土
西
江
原
町
は
、
旧
山
陽

道
に
沿

い
、
南

‐―こ
小
田
川
の
清
流
を
望

み
、

こ
れ
ら
の
恩
恵
に
浴
し
、
古
く
よ
り
産
業
文

化
教
育
が
拓
け
、

い
た
る
処

に
、
史
績
旧
跡

名
勝
地
、
神
社
仏
閣
学
校
等
散
在
し
、
後
月

文
化

の
発
祥

の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

こ
れ
ら
、
我
々
の
祖
先
が
築

い
て
く
れ

た
ふ
る
里
も
、
第

二
次
世
界
大
戦

の
た
め
、

忘
却
さ
れ
、
戦
後
四
十
数
年
を
経
た
今
日
は

荒
廃
し
き

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
間
我
が
国
は
、
超
高
度
成
長

に
よ
り

世
界
各
国
よ
り
羨
望
さ
れ
る
経
済
大
国
と
な

り
、
生
活
も
安
定
し
、
福
祉

の
充
実
に
よ
り

何

一
つ
不
自
由

の
な

い
暮
し
を
し
て
お
り
ま

す
。
皆
様
も
御
承
知

の
よ
う
に
、
今
日
の
産

業
構
造
、
生
活
様
式

の
変
化
と
情
報
化
時
代

の
到
来
は
、
我
々
に
精
神
面

の
欠
如
を
来
た

し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

そ
こ
で

一
昨
年
七
月
、
有
志
町
民
が
集

い

め
の
会
合
を
数
回
開
き
、
会
員
数
も
当
初
の

予
想
を
上
ま
わ
る
二
九
八
名
に
て
、
昨
年
、

新
春

一
月
十

一
日
に
創
立
総
会
を
開
催
し
、

発
足
い
た
し
ま
し
た
。

四
月
十
九
日
小
菅
城
跡
の
刈
取
清
掃
作
業

創‐
■
の‐‐
．一，」
と………
ぼ

西
江
原
史
跡
顕
彰
会

会
長

猪

原

五

一

に
六
十
四
名
参
加
、
引
き
続
き
整
備
及
び
進

入
路
の
生

コ
ン
補
装
実
施
。

八
月
六

・
七
日
友
好
親
善
都
市
、
栃
木
県

大
田
原
市
与

一
ふ
る
里
ま

つ
り
に
四
名
参
加

し
、
友
好
親
善

に
努
め
ま
し
た
。

八
月

二
十

三

二
二
日
井
原
与

一
ま

つ
り
に

参
加
、
那
須
与

一
供
養
祭
、
神
神
稲
荷
の
夏
ヽ

祭
り
。

十

一
月

二
十
八
日
史
績
め
ぐ
り
参
加
者
七

十
四
名
、
後
法
輝
寺
に
て
藤
井
住
職
よ
り
那

須
与

一
に

つ
い
て
の
講
演
を
き
く
。

二
月
六
日
、
西
江
原
町
ふ
る
里
ま

つ
り
に

参
加
、
そ
の
他
主
要
史
績
神
社
仏
閣

へ
の
標

柱
の
設
置
、
甲
山
神
社
外
九
ケ
所
。

何
分
に
も
初
め
て
の
事

で
も
あ
り
、
限
ら

れ
た
予
算

で
の
や
り
繰
り
で
す
の
で
、
意

の

如
く
な
ら
ず
、
皆
様

に
大
変
御
迷
惑
を
お
掛

け
い
た
し
ま
し
た
事
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

然
し
会
員

の
皆
様
、
並
に
町
民
の
皆
様
方

の
御
理
解
と
御
協
力
御
指
導
に
よ
り
、
会
員

数
も
四
四

一
名
と
な
り
、
会

の
目
的
に
向

っ

て
邁
進
し
、
生
涯
教
育
時
代

に
沿

っ
て
行
き

ま
す
の
で
、
今
後
共

一
層

の
御
指
導
、
御
鞭

撻
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

立 町
準 公
備 民
委 館
員 が
会 中
を 心
結 に
成 な
し り

設 史
立 績
準 顕
備 彰
の 会
た 設
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ヽレ

会
報
の
創
刊
を
お
祝
い
し
ま
す

井
原
市
長

西

山

公

夫

こ
の
た
び
、
西
江
原
史
績
顕
彰
会
会
報
が

創
刊
さ
れ
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

貴
会

は
、
昨
年

一
月
町
公
民
館
を
中
心
と

し
た
町
民

の
盛
り
上
が
り
に
よ
り
設
立
さ
れ

爾
来
、
役
員
会
員

一
体
と
な

っ
て
す
ば
ら
し

い
活
動
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今

で
は
会
員
数

も
発
会
当
初

の
三
倍
近
く
ま
で
に
発
展
さ
れ

て
い
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ご
承
知

の
と
お
り
、
当
西
江
原
町
内

に
は

源
平
屋
島

の
合
戦
か
ら
八
百
余
年

の
歴
史
を

持
ち
ま
す
那
須
与

一
ゆ
か
り
の
永
祥
寺
、
小

菅
城
、
亀
迫
城
、
中
堀
城
、
青
蔭
城
、
あ
る

い
は
北
条
早
雲
縁
り

の
法
泉
寺
、
又
、
森
氏

一
橋
家
代
宮
跡
等
数
多
く

の
旧
跡
や
文
化
遺

竜
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

豊
か
な
零
菖
■
こ
文
化
を
築

い
て
き
た

こ
れ

ら
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三
〓
ニ
モ
・
レ

て
お
り
ま
す
山
城
小
菅
城
趾
の
樹
木
伐
採
整

備
を
手
掛
け
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
、
主
要
旧

跡
等

に
立
看
板
標
柱
を
設
置
し
、
ま
た
史
跡

め
ぐ
り
、
西
江
原
町
ふ
る
里
ま

つ
り

へ
の
積

極
的
参
加
、
更
に
は
、
那
須
与

一
生
誕
地

で

あ
る
本
市
友
好
親
善
都
市
、
栃
木
県
大
田
原

市

の
与

一
ま

つ
り

へ
の
参
加
等

そ
の
充
実
し

西
江
原

史
様
顕
彰
会

の
会
報
が
創
刊
さ
れ

ま
す
こ
と
、
心
か
ら
お
祝

い
中
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
こ
の
会

の
発
足
以
来
、
ま
ち
の
あ
ち

こ
ち
で
顕
彰

の
■
住

の
立

っ
て
い
る
の
を
拝

「ｉ
し
、　
一
地
域
力
、
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど
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Ｌ
分
た
ち
の
社
先

が
築

い
て
き
た
歴
史

を
■

た
活
動
内
容
、
実
績
に
対
し
、
深
く
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
の
た
び
井
原
市
新
総
合
計

画
に
お
い
て
、
二
十

一
世
紀

へ
向
け
た

「
活

力
と
豊
か
な
地
域
社
会
を
創
造
す
る
ま
ち
井

原
」
を
目
指
す
中
で
、
そ
の
柱
の

一
つ
に
、

「
人
間
性
を
豊
か
に
す
る
ま
ち
」
づ
く
り
を

掲
げ
て
お
り
ま
す
。
社
会
環
境
が
急
激
に
変

化
す
る
中
で
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
人
間
性
を

回
復
し
、　
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
育
み
、
香

り
高

い
文
化
が
生
き
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
進

回

□

井
原
市
教
育
委
員
会

教
育
長
　
音
同

ｒ不

性
相
　
“朗

り
、
そ
の
底
を
流
れ
る
先
人

の
心
に
触
れ
、

新
し
い
歴
史
づ
く
り

の
主
体
者
と
な
る
こ
と

へ
の
自
覚
と
誇
り
を
持

つ
こ
と
が
極
め
て
重

要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
意
味

で
、
こ
の
会
報
が
創
刊
さ
れ
ま

す
こ
と
は
、

こ
の
会

の
発
展
に
と

っ
て
大
き

な
役
割
を
果
す
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
こ

現
代

は
情
報
化
時
代
と

ｉ
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一
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〓
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バ
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う
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ｆ
三

´
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二
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一
ｊ
二

十
二
一
〓

一
■
，

た
、
そ
の
ほ

に
流
れ
て
い
る
先
人
の
心

に
鼈

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
区
の
皆
様
お
ひ
と
り

め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
今
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
亀
迫
城

山
公
園
整
備
を
は
じ
め
、
小
菅
城
跡
等
文
化

遺
産
を
、
単
に
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
市

民
生
活
の
中
に
生
か
し
な
が
ら
、
調
和
と
均

衡
の
と
れ
た
歴
史
の
息
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

皆
様
方
の

一
層
の
ご
協
力
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
顕
彰
会
の
限
り
な
い
ご
発
展

を
祈
念
し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

０

あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
γ
゛
あ
１
９
あ
γ
゛
ゝ
″ヽ
や
ら
ヽ
マ
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人
ヽ
マ

お
ひ
と
り
が
、
西
江
原

の
新
し
い
歴
史
づ
く

り
の
主
体
者
と
な
る
こ
と

へ
の
自
覚
と
誇
り

を
持

っ
て
く
だ
さ
れ
ば
、
ま
さ
に
生
涯
学
習

社
会
に
生
き
る
現
代
人

の
育
成
に

つ
な
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
意
味

で
、

こ
の
会
報
が
広
報

し
、
記

録
す
る
機
能
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
創
刊
に

ま
で
こ
ぎ

つ
け
ら
れ
ま
し
た
ご
努
力
に
対
し

敬
意
を
捧
げ
ま
す
と
同
時
に
、
顕
彰
会
が
本

来
の
方
向

へ
、
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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小
菅
城
跡
整
備
に
つ
い
て

猪

原

五

一

小
菅
城
は
今
か
ら
約
七
百
九
十
余
年
ほ
ど

前
に
那
須
宗
晴
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
山
城
で

西
江
原
町
才
児
を
北
か
ら
南
に
流
れ
る
雄
神

川
の
西
方
に
そ
び
え
る
小
菅
山
頂

（
海
抜
二

百
四
十

π
）
に
あ
る
。
し
か
し
今
は
礎
石
も

な
く
、
東
西
約
七
十

π
、
南
北
約
五
十

π
の

城
域
に
老
松
や
雑
本
が
生
い
茂
り
、
最
近
は

松
喰
虫
の
被
害
に
あ
い
、
ほ
と
ん
ど
枯
本
と

な
り
、
強
風
に
さ
ら
さ
れ
倒
本
は
な
は
だ
し

く
、
足
の
踏
入
れ
も
困
難
と
な

っ
て
い
た
。

昭
和
五
十
九
年
町
公
民
館
を
中
心
に
町
内

有
志
相
計
り
、
西
江
原
に
文
化
を
も
た
ら
し

た
那
須
氏
顕
彰
の

一
つ
と
し
て
、
城
跡
の
整

備
、
進
入
路
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
い
ろ

い
ろ
障
害
に
あ
い
、
思
う
様
に
進
行
し
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
市
を
通
じ
、
県
に
た
び
た
び

請
願
し
た
結
完
、
松
喰
虫
対
策
の
作
業
道
小

菅
線
と
し
て
、
単
県
事
業
が
ニ
カ
年
継
続
事

業
に
認
め
ら
れ
、
延
長
七
百
二
十
五
π
、
幅

員
三
十
五
π
の
進
入
路
が
完
成
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
西
江
原
史
績
顕
彰
会
が

結
成
さ
れ
、
町
民
多
数
の
ご
理
解
と
ご
加
入

に
よ
り

（
現
一一．匹
百
コ
上　
一
〓々
）
、

い
ろ
い

ろ
の
顕
彰
〓
〓
兵

〓̈
・（
１
一
■

∴
し
１

匹
Ｅ
・十
■
ビ
■
，
〓
一三
■
三
二
■
デ
■
三
二Ｉ
一．

業
を
実
童
し
、
多
事
の
参
丁
を
三
．、
参
丁
言

一
同
の

一
致
協
力
を
い
た
だ
き
、
見
る
胃
に

城
域
の
刈
取
り
も
完
了
し
、
城
域
の
景
観
は

一
変
し
、
城
趾
は

一
段
と
明
瞭
に
な

っ
た
。

引
き
続
い
て
の
顕
彰
会
の
事
業
と
し
て
、

城
域
の
抜
根
、
整
地
、
芝
張
り
、
舗
装

（
生

コ
ン
四
六
ゲ

）
を
本
年
度
末
ま
で
に
完
成
し

さ
ら
に
ベ
ン
チ
の
設
置
等
を
市
の
補
助
に
よ

っ
て
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
年
度
末
に
は

面
目
を

一
新
し
た
小
菅
城
趾
が
出
現
す
る
で

―′）
よ
つ́
ｏ

な
お
、
次
年
度
は
東
側
広
場
を
設
置
す
る

よ
う
計
画
中
で
す
。
皆
様
の
絶
大
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

大
田
原
市
訪
問
記

片

山

正

己

今
年
度
会

の
事
業

の

一
つ
に
、
与

一
生
誕

の
地
、
栃
本
県
大
田
原
市
を
訪
問
す
る
こ
と

が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
去
る
八
月
六

日
猪
原
会
長
以
ド
四
名
が
彼

の
地
を
訪
問
し

た
。

こ
の
日
は
丁
度
大
田
原
市

の
第
七
回
与

一
ま

つ
り
の
第

一
日
目

で
、
井
原
市
か
ら
は

市
長
代
理

の
収
入
役
、
そ
れ
に
福
祉
事
務
所

長
が
随
行
さ
れ
て
の
表
敬
訪
間
で
、
私
共
は

そ
れ
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
訳
で
す
。

従

っ
て
伎

Ｃ
地
に
着

い
て
か
ら
は
全
く
想
外

つ
蒙
待

二
お
十
二
ゴ
ｉ

ｆ
〓
■

二
３
　

一■
●
Ｉ

Ｉ
一
一
一・
■
ｒ

、
Ｉ

一
■
■
一
〓

一　
・
■
二
．

一
ｆ

Ｆ
二

〓
―
■
　
．

・

●

　

．
Ｔ
　
〓

一
一
二
　
　
一一　

．一
　

一　
　
　
´
・
■

・，■

一
ｆ

〓
　

、́
二
一
■
一　

一
〓
、
二
ｒ
二
ｆ
■
こ
二
〓
ご

′ヽ
、　
一
■
二́‥
■
一∵
，
〓
●み
・■
●
　́
´
ヽ
、
■
●
二
三
生
の
に

驚

い
た
。
私
共
は
早
速
夜

の
踊
り
に
市
役
所

の
連
に
加
わ

っ
て

一
時
間
近
く

「
大
田
原
ふ

る
さ
と
音
頭
」
踊

っ
た
訳
で
す
。
市
の
中
心

街
を
数
千
人
の
市
民
が
連
毎
に
か
わ

っ
た
衣

裳
で
踊
る
姿
は
全
く
壮
観
な
も
の
で
し
た
。

二
日
間
こ
の

一
曲
だ
け
で
、
夜
八
時
か
ら
十

時
ま
で
二
時
間
踊
り
通
す
の
だ
そ
う
で
す
。

本
当
に
す
ば
ら
し
い
眺
め
で
し
た
。

訪
間
二
日
目
は
観
光
課
の
方
の
案
内
で
、

し
か
も
市
の
車
で
市
内
の
名
所
旧
蹟
を
訪
ね

た
。
中
で
も
玄
性
寺
境
内
の
那
須
族
の
墓
碑

殊
に
与

一
の
墓
に
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
は
深
い
感
激
で
し
た
。　
一
同
苔
む
し
た
墓

前
に
香
を
手
向
け
、
深
く
頭
を
た
れ
ま
し
た
。

ま
た
有
名
な
那
須
神
社

・
福
原
八
幡
宮
等
著

名
な
史
跡
の
多
く
を
訪
ね
た
。
昼
食
で
は
那

珂
川
の
河
畔
で
鮎
料
理
を
い
た
だ
き
、
そ
の

あ
と
態
々
遠
い
駅
ま
で
の
お
見
送
り
を
う
け

て
帰
途
に
つ
い
た
次
第
で
す
。
ほ
ん
と
に
こ

の
二
日
間
は
生
涯
の
思
い
出
と
な
る
二
日
間

で
し
た
。
あ
り
が
た
い
旅
で
し
た
。

町
内
史
跡
巡
り

安

信

達

夫

十

一
月
二
十
八
日
、
会
員
七
十

一
名
の
参

加
を
得
て
、
第

一
回
の
町
内
史
蹟
巡
り
を
実

施
し
た
。　
一
同
は
バ
ス
三
台
に
分
乗
し
、
最

初
の
見
学
地

一
面
倉
那
須

一
族
の
墓
地
」
に

行
く
、
墓
参
国
の
右
手
に
、
今
は
民
家
や
畑
に

化
し
て
い
る
那
須
屋
敷
跡
を
観
め
、
急
坂
を

登
る
と
二
十
四
基
の
墓
石
が
整
然
と
上
下
三

段
に
並
ぶ
墓
地
に
至
る
。
小
菅
城
を
築
造
し

た
那
須
頼
資
や
永
祥
寺
を
建
立
し
た
那
須
資

道
の
供
養
塔
を
は
じ
め
、
慶
長
年
間
以
降
歴

代
人
物
の
墓
石
を
前
に
、
那
須

一
族
の
盛
衰

の
跡
を
し
の
ぶ
。
次
に
、
亀
迫
城
。
山
の
頂

上
に
登
り
、
整
備
中
の
城
山
公
園
の
様
子
を

見
学
し
、
そ
の
説
明
を
聞
き
、
長
谷
の
奥
に

行
く
。
い
か
に
曹
洞
宗
の
禅
寺
ら
し
い
寺
院

法
泉
寺
に
至
る
。
ご
住
職
の
懇
切
な
説
明
で

法
泉
寺
の
歴
史
の
深
さ
を
知
ら
さ
れ
た
。
ご

開
山
の
古
澗
禅
師
、
開
墓
の
北
条
行
長
、
大

壇
越
北
条
早
雲
な
ど
心
引
か
れ
な
が
ら
先
き

を
い
そ
ぐ
。
千
手
院
で
は
、
そ
の
立
派
な
庭

園
を
拝
観
し
、
頂
見
寺
跡
に
行
き
、
口
碑
に

那
須
与

一
の
墓
と
い
う
、
近
辺
最
古

（
鎌
倉

時
代
作

）
の
宝
筐
塔
を
拝
観
、
続
い
て
西
江

原
の
北
端
に
あ
る
那
須
与

一
公
の
墳
に
参
拝

し
、
午
前
中
の
終
着
点
法
輝
寺
に
い
そ
ぐ
。

こ
こ
で
昼
食
。
休
憩
を
と
り
午
後
の
行
事
に

う
つ
る
。

ま
ず
法
輝
寺
の
ご
住
職
に
よ
る

「
那
須
与

一

と
西
江
原
」
と
題
す
講
演
を
聴
も
。
長
年
研

究
さ
れ
た
知
識
に
裏
付
け
ら
れ
た
講
演
は
示

唆
に
富
み
、
有
意
義
で
あ

っ
た
。
講
演
終
了

後

一
同
は
再
び
車
上
の
人
と
な
り
、
青
野
町

仁
井
山
の
那
須

一
族
の
墓
を
訪
れ
、
最
後
に

永
祥
寺
世
代
墓
地
に
至
り
、
永
祥
寺
ご
開
山

の
実
峰
禅
師
塔
を
拝
し
、
薄
命
の
藩
主
関
衆

利
の
墓
に
合
掌
し
て
史
蹟
巡
り
は
無
事
終
了

し
た
。
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今
市
金
毘
羅
社
と
高
瀬
舟

鳴

谷

省

三

全
の
お
祭
り
を
別
当
正
雲
寺
、
今
市
氏
子
中

で
祝

っ
た
意
味
の
事
を
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
も
今
市
地
区
で
は
氏
神
と
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
崇
敬
し
、
毎
年
四
月
に
お
祭
り
を

し
て
お
り
ま
す
。
戦
前
は
境
内
で
子
供
角
刀

が
行
わ
れ
楽
し
か

っ
た
事
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。古

城
跡
中
堀
御
鎮
守
に
は
千
幕
山
金
毘
羅

大
権
現

。
三
社
神

（
金
神
、
御
崎
大
御
神
、

霊
神

）
・
地
蔵
堂

一
宇
が
あ
り
ま
す
が
そ
の

一
つ
が
こ
の
社
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
千

幕
山
と
い
う
山
名
や
文
化
七
年

（
西
歴

一
八

一
〇
年

）
午
年
市
宮
地
村
中
願
主
鴫
重
治
兵

衛
云
々
、
文
化
十
五
寅
年
講
氏
子
中
よ
り
の

希
望
に
て
寄
進
奉
り
別
当
正
雲
寺
云
々
と
昔

の
く
ず
し
字
で
判
読
困
難
で
す
が
、
要
す
る

に
那
須
氏
が
中
堀
城
を
引
き
払

っ
た
後

へ
来

た
鴫
谷
氏

（
鴫

）
が
お
杷
り
し
て
い
た
が
文

化
年
に
到
り
、
管
理
に
困

っ
た
重
治
兵
衛
が

講
中
の
希
望
も
あ
り
今
市
氏
子
中

へ
全
権
を

委
譲
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の

事
は
中
堀
の
故
原
田
和

一
翁
の
申
さ
れ
た
通

り
で
も
あ
り
ま
す
。」

匁
て
、
豪
荘
な
石
垣
、
高

い
石
段
、
玉
垣

や
本
殿
拝
殿
を
見
れ
ば
相
当
な
御
利
益
で
繁

昌
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
寄
進
者
に

能
州
米
屋
文
五
郎
さ
ん
の
名
が
あ
る
事
は
昔

は
高
瀬
舟
が
最
大
の
交
通
機
関
で
小
田
川
を

上
り
下
り
し
て
物
資
の
輸
送
を
し
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。
徳
川
時

代
今
市
本
陣
裏
小
田
川
川
岸

（
通
称
矢
掛
屋

裏

）
に
は
舟
着
き
場
ら
し
き
大
き
な
石
畳
が

あ
り
大
き
な
渕
と
な

っ
て
お
り
水
嵩
が
増
え

て
も
減

っ
て
も
舟
着
き
場
の
水
位
は
い
つ
も

変
ら
ぬ
よ
う
な
位
置
を
選
ん
で
作
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
又
現
在
甲
山
八
幡
神
社
の
境

内
の
東
南
の
角
に
あ
る
自
然
石
の
大
灯
籠
は

昭
和
十

一
年
頃
迄
錦
橋
の
北
の
袂
に
あ
り
ま

し
た
が
、
高
瀬
舟
の
頃
は
灯
台
の
役
目
を
し

て
い
た
と
語
り
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
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一会西
江
原
ふ
る
里
祭
り
に
参
加
。
顕
彰

コ
ー
ナ
ー
開
設
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編
集
委
員
会
。
西
江
原
公
民
館

編
集
委
員
会
。
西
江
原
公
民
館

役
員
会

・
編
集
委
員
会
。
西
江
原
公
民

理
事
会
。
西
江
原
公
民
館

森
候
館
跡

に
頭
彰
柱
据
付

会
報
編
集
会
。
西
江
原
公
民
館

史
跡
巡
り
。
参
加
者
七
十

一
名

理
事
会
。
西
江
原
公
民
館

史
跡
巡
り
打
合

せ
会
。
西
江
原
農
協

諏
訪
大
明
神

に
頭
彰
板
据
付

青
陰
城
■

。
後
月
寺
に
顕
彰
柱
据
付

中
堀
城
跡

。
相
田
嘉
三
郎
旧
宅
に
頭
彰

柱
据
付

与

一
祭
り
反
省
会
。
西
江
原
公
民
館

与

一
祭
り
の
幡
回
収

与

一
追
善
法
要

・
神
神
稲
荷
神
社
夏
祭

り
挙
行
。
永
祥
寺

与

一
祭
り
幡
建
立

大
田
原
市
与

一
祭
り
に
訪
問
参
加

役
員
会
。
西
江
原
公
民
館

理
事
会
。
永
祥
寺

史
蹟
甲
山
。
菅
原
神
社

に
頭
彰
板
据
付

理
事
会
。
西
江
原
公
民
館

一
橋
西
江
原
陣
屋
跡

。
東
山
八
幡
神
社

参
道
に
顕
彰
柱
を
据
付

六
十
二
年
度
総
会
。
西
江
原
農
協
会
館

小
菅
城
趾
清
掃
作
業
並
び
に
懇
談
会

大
沢
大
和
尚
は
備
中

の
出
身
と
い
う
。
実

峰
禅
師

の
高
弟
。
永
祥
寺
輪
住

二
世
．
永
祥

寺
開
山
に

つ
い
て
は
、
そ
く
師

の
実
峰
禅
師

を
助
け
、
重
要
な
役
割
り
を
果
た
し
た
。

の

ち
人
木
山
総
持
寺
輪
住
三
十
九
世
と
な
る
。

ま
た
永
祥
寺

に
帰
山
の
生
没
年
不
詳
の

今
市
西
町
の
金
蔵
院
通
称
庚
申
堂
よ
り
西

へ
二
十
六
π
程
行
く
と
右
上
に
金
毘
羅
社
の

石
鳥
居
が
あ
る
。
向

っ
て
左
の
柱
に
天
保
三

壬
辰
二
月
建
立
。
願
主
丸
山
重
五
郎
に
続
い

て
講
中
十
七
名
の
名

（
右
柱
合
せ
て

）
が
彫

り
こ
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
鳥
居
か
ら
見
上
げ

る
と
う

っ
蒼
と
繁

っ
た
樫
の
大
本
の
間
か
ら

お
城
の
よ
う
な
高
い
石
垣
が
見
え
て
く
る
。

か
な
り
急
勾
配
の
坂
を
五
十
九
段
上
る
と
境

内
で
あ
る
。
そ
の
周
囲
は
石
の
玉
垣
で
倒
れ

て
い
る
の
も
あ
る
が
西
か
ら
当
所
東
町
加
藤

文
三
郎
、
同
中
町
某
、
同
西
町
某
と
次
々
と

彫
ま
れ
東

へ
と
並
ん
で
い
る
。
更
に
本
之
子

村

。
東
荏
原
村

・
山
之
上
村

。
大
戸
村

・
芸

州
片
島
村

・
笠
岡
湊

・
走
出
等
の
中
に
は
、

庄
屋
か
名
主
と
覚
し
き
人
々
の
名
前
が
あ
り

遠
く
は
能
州
屋
文
五
郎
が
印
象
的
で
当
時
と

し
て
は
か
な
り
の
範
囲
で
信
仰
さ
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
境
内
か
ら
の
眺
め
も
よ
く
、

今
市
新
町
は
元
よ
り
木
之
子
の
福
当
ま
で
見

渡
す
事
が
出
来
、
昔
仁
徳
天
皇
が
民
家
の
窯

よ

‐り
立
ち
上
る
煙
を
見
て
安
堵
さ
れ
た
様
を

衡
彿
と
さ
せ
ま
す
。
境
内
に
自
然
石
の
灯
籠

が

一
基
残
り
二
基
は
不
揃
い
と
な

っ
て
お
り

ま
す
。
老
松
が
あ
り
ま
し
た
が
松
喰
虫
の
為

に
伐
ら
れ
て

一
本
も
あ
り
ま
せ
ん
。
拝
殿
の

屋
根
裏
に
掲
げ
ら
れ
た
板
に
は
嘉
永
五
午
歳

壬
子
再
建
し
、
五
穀
豊
穣
商
売
繁
栄
家
内
安

実
峰
禅
師
塔
安
信
達
夫

永
祥
寺
世
代
墓
地
に
入
る
と
独
住

一
世
覚

海
大
和
尚
か
ら
独
住
十
七
器
紀
外
大
和
尚
に

至
る
歴
代
住
職

の
卵
塔
墓
石
が

一
列
に
整
然

と
並
ん
で
い
る
。
覚
海
大
和
尚

の
墓
石

の
後

方
右
手

に
二
基

の
卵
塔
墓
石
が
粛
然
と
安
置

さ
れ
て
い
る
。
向

っ
て
右
側
が
実
峰
禅
師

の

墓
石
、
左
側
が
大
沢
大
和
尚

の
そ
れ
で
あ
る
。

実
峰
禅
師

は
曹
洞
宗
禅
洞
山

水
祥
寺

の
ご

開
山
で
あ
る
。
禅
師
は
曹
洞
宗
大
本
山
総
持

寺
二
世
峨
山
禅
師
の
高
弟
で
、
峨
山
五
哲
の

一
人
と
い
わ
れ
、
総
持
寺
五
院
の

一
つ
如
意

庵
の
開
祖
で
も
あ
る
。
総
持
寺
輪
住
九
世
と

な
る
。
の
ち
に
那
須
氏
の
度
重
な
る
拝
請
に

よ

っ
て
、
備
中
荏
原
庄
に
来
錫
し
、
永
祥
寺

を
開
き
、
総
持
寺
の
正
法
を
こ
の
地
に
布
い

た
。
応
永
十
二
年

（
一
四
〇
五

）
六
月
十
二

日
、
天
寿
八
十
八
歳
で
示
寂
。
門
人

・
檀
信

徒
相
相
集

っ
て
火
浴
し
、
霊
骨
を
封
じ
、
永

祥
寺
境
内
に
埋
め
、
墓
石
を
建
立
し
た
。

ヽニ
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菅
原
神
社
と
森
長
直
（和
泉
寺
）

田

中

一
司

天
歴
二
年

（
九
四
七

）
に
西
江
原
町
字
天

神
に
天
満
を
勧
請
し
た
。
祭
神
は
菅
原
道
真

で
、
こ
の
社
は
京
都
の
北
野
天
満
宮
の
分
神

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

元
禄
十
年
津
山
か
ら
森
氏
が
移
封
さ
れ
陣

屋
を
西
江
原
町
神
戸
に
構
え
た
が
、
天
満
宮

の
位
置
が
悪
い
た
め
、
長
直
は
社
殿
を
興
譲

館
の
北

（
天
文
台
が
あ
る
と
こ
ろ

）
に
移
転

し
て
守
護
神
と
し
て
崇
拝
し
た
。
そ
の
後
約

八
年
間
社
米
五
斗
、
祭
礼
貴
米
二
石
を
奉
納

し
た
。

ま
た
戸
帳
と
金
の
つ
り
灯
籠
二
箇
を
寄
付

し
た
。
そ
の
後
森
長
直
は
播
州
赤
穂
に
移
封

後
に
社
殿
を
現
在
の
地
に
移
し
た
。

明
治
維
新
後
に
天
満
宮
は
菅
原
神
社
と
称

し
て
い
る
。
祭
日
は
六
月
二
十
五
日

（小
祭

九
月
二
十
五
日

（
大
祭

）
で
あ

っ
た
が
安
政

初
年
に
小
祭
を
廃
止
し
た
。
天
満
宮
は
神
戸

地
区
民
が
祭
礼
を
執
行
し
て
い
た
が
、
後
に

新
町
地
区
民
が
例
祭
を
執
行
す
る
よ
う
に
な

り
、
三
新
町
が
分
割
以
後
は
、
本
町
が
秋
の

小
祭
と
し
て
祭
例
を
執
行
し
て
い
る
の

菅
原
神
社
は
学
問
の
神
と
し
て
全
国
に
お

い
て
崇
拝
さ
れ
、
勧
学
、
受
験
な
ど
の
若
一一一頭

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
わ
が
書
吾
（柏
社
は

明
治
三
十
四
年
に
道
真
の
死
後
千
年
を
記
念

し
て
大
祭
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
今
か
ら
十
四

年
後
に
は
、
道
真
の
死
後
千
百
年
に
あ
た
る

の
で
大
祭
が
執
行
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

薄
倖
の
人
〃
関
式
部
衆
利

大

山

栗

夫

貞
享
四
年

（
一
六
八
七

）
に
江
戸
幕
府
は

一‐生
類
憐

み
令
」
を
発
し
、
そ
の
具
体
的
施

策
の

一
つ
と
し
て
、
江
戸
中
野
村

に
大
小
屋

普
請
を
計
画
し
た
。
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）

に
津
山
藩
に
警
著
を
全
じ
た
．Ｉ
〓
山
藩
は
、

家
老
関
衆
刊
を
指
〓
富
と
し
て
、
こ
れ
を
完

成
し
た
。

元
禄
■
年

（
一
六
九
七

●
Ｆ

■
二

一ろ

■

〓
三
　
二
二
一
三
否
■
■
Ｉ
■
〓
デ
一
―
二
〓
Ｆ

、

■
三
三
■
こ
■
二
一三
ｉ

ｌ
三

１

〒
ゴ
（
■
一石撃
一一一

二

・〓
Ｔ
■

〓
？
ず
、
一二
〓
Ｉ
一を
は
よ
り
よ
り

会
談
を
重
ね
、
次

の
人
々
が
有
力
候
補
と
し

て
話
題

に
上

っ
た
。
森
長
継

の
子
長
直

・
長

俊
、
長
継

の
子
で
、
家
老

の
関
衆
利

（
長
継

の
実
弟
関
衆
之

の
養
子

）
ら
で
あ

っ
た
。

元
禄
十
年
六
月
、
藩
主
森
長
成

二
十
歳

で

死
去
し
た
。
因

っ
て
新
藩
主
候
補

の
中
か
ら

関
衆
利
が
選
ば
れ
た
。

こ
れ
は
長
継

の
意
志

が
大
き
く
は
た
ら

い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

元
禄
十
年
七
月
、
衆
利
は

「
長
成

の
養
子

と
し
て
新
藩
主
」

の
承
認
を
得

る
た
め
に
、

病
を
押
し
て
出
府
し
た
。
途
中
伊
勢
国
縄
生

村

で
重
態
と
な
り
、
道
中
不
可
能

の
■
著
に

お
ち
い

っ
た
こ
病
壮
、は

一
一〈一〓
一■
〓
Ｌ
、
ス

二

三
様
が

一
で
、
出
府
．を
■

」
一‐
ン
一
〓
〓

ヽ

三

二
藩

の
断
■
一は
必
至
に
な

っ
た
こ

■
〓稜
二

三

／、
月
、
幕
府
は
関
衆
利

「乱
心
」

で
あ
る
と
し
、
美
作
国
領
地
十
八
万
六
千
石

を
召
し
上
げ
た
。
津
山
藩

こ
こ
に
断
絶
と
な

っ
た
。

幕
府
は
隠
居
の
森
大
内
記
長
継
を
召
し
、

所
替
に
よ
り
、
備
中
国
後
月

。
哲
多

・
窪
屋

・
浅
口

。
小
田
五
郎
の
う
ち
二
五
箇
村
二
万

石
を
賜
わ

っ
た
。
長
継
は
浅
口
郡
片
島
村
に
、

後
西
江
原
村
神
戸
に
在
所
を
定
め
た
。

元
禄
十

一
年

（
一
六
九
八

）
、
長
継
は
老

病
に
た
え
ら
れ
ず
、
森
和
泉
守
長
直
を
嗣
に

立
て
、
家
督
を
ゆ
ず
り
、
再
隠
居
し
た
。

宝
永
三
年

（
一
七
〇
六

）
、
長
直
播
磨
国

赤
穂
に
移
封
さ
れ
、
神
戸
を
去

っ
た
。

関
衆
利
は
長
継
に
お
預
り
と
な
り
、
長
継

に
随

っ
て
き
、
寺
戸
村
に
幽
閉
さ
れ
た
。
屋

敷
跡
は
築
地
、
門
の
下
等
の
地
名
で
伝
わ

っ

て
い
る
が
、
そ
の
字

・
反
別
な
ど
不
詳
。
寺

戸
の
奥
北
部
に
在

っ
た
ら
し
い
。

宝
永
二
年

（
一
七
〇
五

）
十
月
、
関
衆
利

は
三
十
三
才
で
卒
す
。
字
才
児
の
永
祥
寺
世

代
墓
地
の

一
隅
に
、
法
論

「
寿
仙
院
殿
鶴
林

全
松
大
居
士
」
の
墓
が
ぼ
つ
ん
と
立

っ
て
い

る
。
こ
れ
が
衆
利
の
墓
石
で
あ
る
。
又
そ
の

位
牌
は
永
祥
寺
に
安
置
さ
れ
、
そ
れ
以
後
、

明
治
維
新
ま
で
赤
穂
城
主
森
候
か
ら
香
花
料

が
送
納
さ
れ
た
と
か
。

参
考
文
献

（
後
月
郡
誌

・
岡
山
県
史
）

・
　
¨
ヽ
　
′．
　

′
　

一

一

１

一

・
　
、
　
¨
．

~＼

ヽ

忠
継

―

長
成

＝
④長
ぽ
＝

森氏略系図 (①初代藩主)

武

衆
>利

「

~¬

可
成

上

司
政
　
一 ―
可
隆

―
長
可

＝

①
忠
政

重
政
忠
広

長
俊
長
基

一一一て
＾
コ

ー
ー

ー
ー

１

１

〓■
■ｆｌ
　
　
　
　
　
　
¨

長
直
　
　
　
　
一

ユ″（剰
円
‐
‐
‐
―
‐
４
コ

⌒長 ⌒長 ⌒長
定蘭
丸

）

隆坊
丸

）

氏力
丸

）

②
長
継一

|

―
忠
政
―

ｌ

ｉ

女

長
政

＝

長
治
七

成
次

了
向

衆
之

＝

衆
利
μ
‐‐Ｌ

関
共
成

ヽ
■レ

同
団
旧
関
閥
□


